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論文審査の結果の要旨 

近年、教育現場において主体的・創造的に社会を切り開く力を育むことが求められ、これを社会と共有・連携して

醸成していく社会に開かれた教育課程や、そのための手立てとしてのカリキュラムマネジメントが重要視され始めて

いた。これに対し、地域の問題に触れ、実践・体感する機会を提供することができるモビリティ・マネジメント教育

は、今子供に求められる能力・資質の醸成に寄与できる取り組みであると考えられるが、通常カリキュラム以外に多

様な学習が求められる中で学校側の理解を得ることが容易ではない状況にあった。本研究論文は行政や交通事業者が

モビリティ・マネジメント教育を実施していく上で、学校にとって意味のあるプログラムを実施し、その活用を促し

ていくために、どのように進めれば良いかを明らかにしていくことを目的とした。以下にその成果を要約する。 

１）自治体等によるモビリティ・マネジメント教育として、複数のプログラムが展開されている京都府久御山町での

取り組みについて、中長期的な効果発現状況の分析を行った。その結果、実体験が記憶に残りやすく効果が高ま

ること、交通を題材に自分と地域のつながりを学ぶことで公共交通や地域愛着、道徳意識を高め得ること、地域

のバス等に焦点を当てた学習で認知が深まり行動へ影響し得ること等を把握し、モビリティ・マネジメント教育

を導入する際の留意点を整理した。 

２）バス・鉄道・物流を素材として体験的要素と社会教育的要素をコンパクトな形で取り入れたプログラムを試作・

試行した。その結果、いずれのプログラムも一定の効果が確認されたが、それぞれの特性があり、鉄道プログラ

ムは教育カリキュラムとの整合性に、物流プログラムは公共交通利用の面等で課題がみられた。一方、バスプロ

グラムは利用行動等につながりやすく、学校の視点でも福祉や環境の面でカリキュラムとの関連付けができるた

め、比較的バランス良い素材であると確認された。また、サービスレベルが低い地域においても一定の効果が見

られ、広い地域の交通問題に対して実効的な対応策になる可能性があることを把握した。 

３）カリキュラムマネジメントの視点を考慮してバスプログラムの導入・調整を試行、検証した。その結果、モビリ

ティ・マネジメント教育を学校の教育目標や課題を考えるきっかけづくりや交通事業者の主体的な関わり、関係

者との効果の共有等を意識して進めていくことで、カリキュラムマネジメントを促すことができると考えられ、

モビリティ・マネジメント教育が重要なツールになり得ることを明らかにするとともに、効果的に実施するため

に必要となる点等の考察を行い、展開プロセスとして整理した。 

 

以上のように、本論文は交通事業者や行政からでも学校にとって有益な形でモビリティ・マネジメント教育を導入

し、事業者の持つ実素材を適切にアレンジして提供することで、カリキュラムの質的向上の観点から学校側がモビリ

ティ・マネジメント教育を取り込むメリットとなること、そのためのコミュニケーションや効果の共有を図ることが

重要であること等を明らかにした。本論文によって示されたこれらの知見は、現実的に取り組みの推進者となりうる

交通サイドから明らかにし、今後の各地域での取り組みの発展に向けて重要な視点を示唆する価値を有している。 

よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
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最終試験の結果の要旨 

  

   本学学位規程第１０条の規定により、学位申請者に対して学位論文を中心とし、 

論文内容及びこれに関連のある科目について試問を行い、審査委員全員の協議の結果、    

令和 元年 ８月 ７日合格と判定した。 
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